
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

News Release 

平成 27 年 11 月 27 日 

 

北九州ＰＣＢ廃棄物処理施設のＰＣＢ廃棄物の受入停止について 

 

１０月３０日に北九州市より通報を受け、当事業所２期施設からの排気中に同市との

協定に基づく協定値（４５ｍｇ／Ｎ㎥）を超えるベンゼン（５２０ｍｇ／Ｎ㎥）が検出

されていることが判明したことについては、１１月１３日に同市及び環境省に本事案の

発生原因調査結果及び再発防止策について報告し、既に公表させていただきましたが、

安全を最優先した操業を確保及び再発防止の徹底を図るため、同報告に掲げた当事業所

における全設備の調査・検証等に取り組んでいます。 

 これに伴い、１１月３０日から当分の間、当事業所におけるＰＣＢ廃棄物の受入を停

止いたします。 

ＰＣＢ廃棄物の保管事業者の皆様には、受入再開日が決まり次第、あらためてホーム

ページ等にてお知らせいたします。 
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